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巻頭図版１

２　２－２区　第５－２ｂ面全景（南東から）

１　１－３区　第５－２ｂ面全景（南西から）



巻頭図版２

１　４区　第６－４ｂ面全景（東から）

２　11 －６区、13 －６・13 －７区　大将軍社検出状況（北西から）



巻頭図版３

１　２－１区　82 溝遺物出土状況（北から）

２　１－５区　4967 溝遺物出土状況（東から）



巻頭図版４

１　２－１区　82 溝出土遺物



序　　　文
　

　四條畷市は、市民憲章で「多くの歴史的遺産と飯盛山系の緑にめぐまれた」と謳っていますように、

市内各所において昭和 50 年頃から盛んになった開発事業に伴う発掘調査により様々な時代の遺跡が発

見されています。しかし、国道 170 号（外環状線）以西の地域については、大きな開発が無かったこ

とから長らく発掘調査を実施した事例が少なく、遺跡の状況については不明な点が多くありました。

　このような状況の中、平成 13 年度から大阪府教育委員会文化財保護課が、蔀屋北遺跡において「な

わて水みらいセンター」建設工事に伴う発掘調査を実施され、特に古墳時代中期から後期における河内

馬飼に関するものなどを中心に、多くの調査成果がありました。また、平成 13 年度から本市の北部を

含む地域において、公益財団法人大阪府文化財センターが実施された第二京阪道路の建設工事に伴う発

掘調査においては、縄文時代以降の各時期の遺跡が発見され、国道 170 号以西の地域における遺跡の

状況がわかりつつありました。

　今回の発掘調査は、大規模店舗建設工事に伴いこの両地域に挟まれた四條畷市砂四丁目から寝屋川市

新家二丁目に所在する讃良郡条里遺跡内の広大な場所において、平成 23 年８月から実施しました。発

掘調査にあたっては、本市と寝屋川市にまたがる地域であることから、大阪府教育委員会のご指導のも

と公益財団法人大阪府文化財センターのご協力を賜り、両市教育委員会との３者で現地調査及び報告書

作成作業を実施しました。

　今回の調査の結果、弥生時代から古墳時代、そして中世に至る集落跡や耕作地の状況をはじめ、その

起源が不明であった大将軍社の状況など、多くの調査成果を得ることができました。

　今後は、これらの成果を市民に知っていただくために、遺物などを市立歴史民俗資料館で展示すると

ともに、この調査成果を基にして、本市の歴史についてさらに広く発信していきたいと存じます。

　最後になりましたが、発掘調査の実施に当たり、文化財保護に対する多大なるご理解・ご協力をいた

だいたイオンモール株式会社、発掘調査にご指導・ご協力をいただいた大阪府教育委員会及び公益財団

法人大阪府文化財センター、長期にわたる現地での発掘調査や報告書作成のための整理作業に従事して

いただいた方々など調査に関係された皆様に、記して感謝申し上げます。

平成 27 年 1 月 31 日

四條畷市教育委員会 　

　教育長　藤岡　巧一



序　　　文

　寝屋川市の中央部には、一辺約 109m の正方形の水田区画が東西南北に連なっています。これらは

古代に施行された条里制の遺構で、本市では北側を茨田郡条里遺跡、南側を讃良郡条里遺跡という周知

の埋蔵文化財包蔵地として保護を行ってまいりました。北部の茨田郡の条里は、昭和 30 年代以降に水

田が埋め立てられて住宅地や工場となり、道路等によってその痕跡が残るだけとなりましたが、南部の

讃良郡の条里は、本市高宮・小路・新家にかけて広がる水田の区画で確認することができます。

　本市南部に第二京阪道路の建設が行われ、工事に先立って平成 13 年から始まった発掘調査によって、

讃良郡条里遺跡内では縄文時代以降の各時期の遺跡が発見・調査され、大きな成果を得ることができま

した。そして、第二京阪道路の開通後には、周辺での大規模な開発事業の話が持ち上がりました。

　今回の発掘調査地は、本市新家二丁目と四條畷市砂四丁目にまたがる広大な地域で、大規模店舗の建

設に伴って、平成 23 年 8 月より調査を実施しました。調査の実施にあたっては、寝屋川・四條畷両市

のほか、大阪府教育委員会及び公益財団法人大阪府文化財センターのご協力を賜り、現地での発掘調査

及びその後の出土資料の整理作業を遅滞なく進めることができました。調査によって、讃良郡条里の起

源や変遷を示す遺構をはじめ、弥生時代や古墳時代の集落についても多くの成果を得ることができ、北

側の第二京阪道路や南側の四條畷市蔀屋北遺跡の発掘調査成果と合わせて、本市の歴史の解明に止まら

ず、北河内地域さらには我が国の古墳時代を考える上でも重要な遺跡であることが明らかとなりました。

　今後、調査によって得られた資料をもとに本市の歴史の解明に努めるとともに、貴重な多くの資料に

ついては市立埋蔵文化財資料館等で展示を行い、市民への公開また資料の活用を進める所存です。

　最後に、調査の実施にあたり多大なるご理解・ご協力を賜りましたイオンモール株式会社、発掘調査

にご指導・ご協力いただきました大阪府教育委員会及び公益財団法人大阪府文化財センター、さらに夏

の炎天下や冬の厳寒の屋外での発掘調査や、膨大な量の出土資料の整理作業に従事された方々等、調査

に関係された皆さまにお礼申し上げます。

　今後とも本市の文化財保護行政の推進にあたり、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

平成 27 年 1 月 31 日

寝屋川市教育委員会 　

　教育長　髙須　郁夫



序　　　文

　讃良郡条里遺跡は、四條畷市と寝屋川市に所在する縄文時代から中世までの複合遺跡です。「讃良郡

条里」の名前が示す通り、条里型の地割が現在の風景の中にもその痕跡を留めており、碁盤状に広がる

道路や水田に往時の姿が偲ばれます。

　今回の調査地は、なわて水みらいセンターと第二京阪道路の間、最近まで水田が広がっていた場所に

設定されました。なわて水みらいセンター建設に伴う蔀屋北遺跡の発掘調査では、古墳時代の大規模な

集落が検出されました。集落の中から、土坑に埋納された馬の全身骨格が出土したほか、朝鮮半島と深

いつながりを示す土器等、古墳時代の遺物が多数出土しました。これらの資料の中には、馬具も含まれ

ており、『日本書紀』に登場する「馬飼集団」のムラがあったと想定されるに至っています。一方、第

二京阪道路に先立つ調査では、畿内最古に位置付けられる弥生土器が出土しており、縄文時代から弥生

時代への移行期を考える上で貴重な発見がありました。

　そのような歴史的環境にあって、今回の発掘調査では、中世から近世の大将軍社とその参道、古代か

ら近世に至る条里型地割の水田、弥生時代後期から古墳時代後期の集落と水田、弥生時代中期の集落と

水田、弥生時代前期の水田が確認され、当地の歴史を考える上で重要な調査成果を上げることができま

した。

　最後となりましたが、ご指導・ご協力いただいた大阪府教育委員会、四條畷市教育委員会、寝屋川市

教育委員会をはじめとする関係各位の皆様、事業者のイオンモール株式会社に対し、心から御礼を申し

上げます。合わせて、広大な面積の発掘調査と膨大な遺物の整理作業にご協力いただいたすべての皆様

に心から御礼を申し上げます。

　今後とも文化財の保護と活用に一層のご理解を賜りますよう、お願いいたします。

平成 27 年 1 月 31 日

公益財団法人　大阪府文化財センター

　理事長　田邉　征夫



例　　　言
１．  本書は、（仮称）イオンモール四條畷建設に伴って実施した大阪府四條畷市砂四丁目、寝屋川市新

家二丁目・讃良東町地内に所在する讃良郡条里（さらぐんじょうり）遺跡ＳＧＪ 11 － 1・13 － 1

の発掘調査報告書である。

２．  発掘調査及び整理作業は、四條畷市教育委員会・寝屋川市教育委員会・公益財団法人大阪府文化財

センターが共同で行った。

３．発掘調査及び整理作業に要した費用は、すべてイオンモール株式会社が負担した。

４．現地調査及び整理作業の事業名称と事業期間は、以下のとおりである。

　　事業名称：（仮称）イオンモール四條畷建設に係る埋蔵文化財発掘調査

　　事業期間：平成 23 年 8 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日

５．本事業の実施体制は、以下のとおりである。

　　四條畷市教育委員会　社会教育部　社会教育課（平成 23 年度）教育部　社会教育課（平成 24 ～

　　25 年度）教育部　地域教育課（平成 26 年度）　主幹　野島稔（平成 23 年度）

　　村上始（平成 23 年度主査、平成 24 ～ 25 年度主任、平成 26 年度課長代理）　實盛良彦

　　  寝屋川市教育委員会　社会教育部　文化スポーツ振興課　課長　塩山則之（平成 24・25 年度）　

係長　濱田幸司（平成 23・26 年度）　濱田延充

　　  公益財団法人大阪府文化財センター　江浦洋（平成 23 ～ 24 年度調査部長、平成 25・26 年事務

局次長）　岡本茂史（平成 23 年度調整グループ長、平成 24 ～ 26 年度調整課長）　岡戸哲紀（平

成 23 年度調査グループ長、平成 24 ～ 26 年度調査課長）　三好孝一（平成 26 年度調査第一課長

補佐）　市本芳三（平成 25 年度調査第二課長補佐）　森屋美佐子（平成 23 ～ 24 年度主査池島総括、

平成 25 年度主査、平成 26 年度専門員）　主査　井上智博（平成 26 年度）　副主査　後川恵太

郎　小野久隆（平成 26 年度専門員）

６．  上記の体制の下行った、発掘作業・整理作業は、株式会社島田組事業本部調査室の川鍋知秋・清岡

廣子・楠部博世・榑谷雅幸・丹生泰雪・丹生雅子・藤本信幸・村尾政人が従事した。測量は、株式

会社島田組工事部の足立英彦・堀場集理・川島貴志が従事した。

７．遺物写真は、写房楠華堂が担当した。

８．  現地調査・遺物整理にあたっては、以下の機関、個人よりご協力、ご指導、ご教示をいただいた。

心から感謝を表したい（50 音順、敬称略）。

　　  韓式系土器研究会・古墳出現期土器研究会・たたら研究会・独立行政法人国立文化財機構奈良文化

財研究所・石戸啓夫・伊藤淳史・大賀克彦・大澤正己・大道和人・岡田賢・岡本敏行・北野重・佐

野喜美・嶋﨑詩織・杉山洋・鈴木瑞穂・瀬川芳則・田中清美・竹原伸次・中久保辰夫・長友朋子・

中村一郎・中原計・西山要一・丹羽崇文・降幡順子・馬場基・深澤芳樹・藤居朗・藤井整・古瀬清

秀・真鍋成史・光谷拓実・宮崎泰史・三好玄・山内紀嗣・山上弘・山本祥隆・吉田知史・若林邦彦・

渡辺晃宏

９．  本書の執筆は、各調査担当者が分担し、後川・實盛・井上が全体の編集を行った。各文章の執筆分

担は、目次・文末に示した。なお、文中の用語・表現は統一しておらず、各執筆者の責に帰する。

10．  本書収録の写真や遺物などの記録類は、四條畷市教育委員会、寝屋川市教育委員会に保管している。

広く利用されることを希望する。



凡　　　例
１．  発掘調査および整理作業は、四條畷市教育委員会、寝屋川市教育委員会、公益財団法人大阪府文化

財センターが協議の上行った。

２．  測量は、世界測地系（測地成果 2000）に準拠する平面直角座標系第Ⅵ系を基準とし、数値はｍ単

位で表示した。本書で記す北は座標北である。

３．標高は、東京湾平均海面（T.P.）を基準とする。

４．  遺物の取り上げに関しては、公益財団法人大阪府文化財センター『遺跡調査基本マニュアル』（2010）

を参照して、第Ⅰ～Ⅳ区画を用いて行った。なお、本文中で用いる調査地名は、平成 23 年度（2011）

調査については、「11 －１」を省略し、平成 25 年度（2013）については、調査次数を表現する「－

１」を省略した。

　　例：11 －１－１－３区→１－３区、13 －１－ 1 区→ 13 － 1 区

５．  遺構は、１・２・４・13 －１～５・８区、３・13 －６・７区毎に、アラビア数字を用いた通し番

号で名称を付けた。番号の後ろには、遺構の属性を示す文字を付した。例）23 土坑

　　 掘立柱建物、柵列、竪穴建物など、集合遺構に関しては、遺構の種類を示す文字の後ろに、アラビ

ア数字の通し番号を付した。例：掘立柱建物１

６．   掲載遺物は、挿図毎に通し番号を付けた。遺物写真は、遺物挿図の番号を用いており、挿図番号－

通し番号で示した。

７．  遺物実測図の縮尺は、土器 1/4 を基本とする。ただし、木製品や石製品、一部の遺物は必要に応

じて縮尺を変更した。

８．木製品は、木口、断面に年輪を模式的に示した。

９．  地層および遺物等の色調は、小山正忠・竹原秀雄編『新版標準土色帖』2006 年版農林水産省農林

水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修を使用した。

10．出土遺物の分類、編年については、下記の文献を参照した。
大川清・鈴木公雄・工楽善通編　1996　『日本土器事典』

（財）大阪府文化財センター　2007　『私部南遺跡Ⅰ』

寺澤薫・森井貞雄　1989　「河内地域」『弥生土器の様式と編年近畿編Ⅰ』

（財）大阪府文化財センター　2006　『古式土師器の年代学』

平安学園考古学クラブ　1966　『陶邑古窯址群Ⅰ』

田辺昭三　1981　『須恵器大成』

大阪府近つ飛鳥博物館　2006　『年代のものさし－陶邑の須恵器－』

古代の土器研究会編　1992　『古代の土器１都城の土器集成』

古代の土器研究会編　1993　『古代の土器２都城の土器集成Ⅱ』

古代の土器研究会編　1994　『古代の土器３都城の土器集成Ⅲ』

角田文衛編 1997　『平安京提要』

中世土器研究会編　1995　『概説中世の土器・陶磁器』

九州近世陶磁学会編　2000　『九州陶磁の編年九州近世陶磁学会 10 周年記念』

上原真人 1993『木器集成図録近畿原始編』
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５　1-2 区　第 6-2 面検出状況（北東から）
６　1-2 区　第 7-1 面検出状況（南東から）

７　2-2 区　第 7-3b 面検出状況（南東から）
８　1-2･2-2 区　1919 土坑検出状況（南東から）
図版 26　遺構
１　4 区　第 3-1 面検出状況（東から）
２　4 区　第 4-1 面検出状況（北東から）
３　4 区　第 5-2b 面検出状況（東から）
４　4 区　第 5-2b 面検出状況（真上から）
５　4 区　子持勾玉出土状況（南から）
６　4 区　竪穴建物 1 検出状況（南東から）
７　4 区　竪穴建物 1  8066 火床検出状況（南から）
８　4 区　竪穴建物 2･3 検出状況（南から）
図版 27　遺構
１　4 区　757 井戸遺物出土状況（西から）
２　4 区　757 井戸遺物出土状況（北西から）
３　4 区　掘立柱建物 6（南から）
４　4 区　掘立柱建物 2･3（南西から）
５　4 区　掘立柱建物 4 完掘状況（南西から）
６　4 区　542･554･555 溝検出状況（南から）
７　4 区　756 溝検出状況（北西から）
８　4 区　467 溝検出状況（北西から）
図版 28　遺構
１　4 区　第 6-1 面検出状況（南東から）
２　4 区　1536 土坑遺物出土状況（南東から）
３　4 区　212 トレンチ断面（東から）
４　4 区　1517 畦畔基底面遺物出土状況（西から）
５　4 区　第 6-5b 面全景（真上から）
６　4 区　第 6-5b 面検出状況（南から）
７　4 区　2009･2123 土坑遺物出土状況（南西から）
８　4 区　2235 土坑（西から）
図版 29　遺構
１　4 区　1599 土坑断面（南西から）
２　4 区　2117 土坑遺物出土状況（北東から）
３　4 区　2550 柱穴断面（北東から）
４　4 区　第 6-5b 面検出状況（東から）
５　4 区　212 トレンチ断面（東から）
６　4 区　第 7-1 面検出状況（南東から）
７　4 区　2556 溝検出状況（南西から）
８　4 区　第 10 面検出状況（北東から）
図版 30　遺構
１　3 区　調査前全景（西から）
２　3 区　第 1 遺構面全景（東から）
３　3 区　0372 井戸（北から）　
４　3 区　0026 井戸（南から）
５　3 区　0026 井戸断面（南から）
６　3 区　138 柱穴断面（北から）
７　3 区　２面全景（東から）
８　3 区　掘立柱建物５・６完掘状況（南東から）
図版 31　遺構
１　3 区　0467 井戸（東から）
２　3 区　0467 井戸断面（東から）
３　3 区　0469 井戸（南から）
４　3 区　0469 井戸断面（北から）



５　3 区　0469 井戸漆器椀出土状況（西から）
６　3 区　0469 井戸遺物出土状況（北から）
７　3 区　0567 井戸断面（西から）
８　3 区　0567 井戸木製品出土状況（東から）
図版 32　遺構
１　3 区　1000 井戸遺物出土状況（東から）
２　3 区　1144 井戸断面（北から）
３　3 区　1169 河川遺物出土状況（南から）
４　3 区　1457 溝全景（北から）
５　3 区　1457 溝遺物出土状況（北から）
６　3 区　1457 溝銅銭出土状況（西から）
７　3 区　1963 溝全景（東から）
８　3 区　1963 溝断面（西から）
図版 33　遺構
１　1963 溝（北から）
２　1963 溝（北から）
３　1963 溝（南西から）
４　1963 溝（西から）
５　3 区　0242 土坑遺物出土状況（東から）
６　3 区　0263・0286 土坑完掘状況（西から）
７　3 区　0286 土坑（北から）
８　3 区　0286 土坑（北から）
９　3 区　0385 土坑（南から）
10　3 区　0549 土坑（東から）
11　3 区　0503 土坑（北から）
12　3 区　0503 土坑（北から）
13　3 区　1240 土坑（北から）
14　3 区　1476 土坑（南から）
15　3 区　1476 土坑遺物出土状況（東から）
16　3 区　1251 土器群全景（北から）
17　3 区　0466 落込遺物出土状況（北から）
図版 34　遺構
１　3 区　1053 落込遺物出土状況（北から）
２　3 区　1580 土坑・1833 井戸全景（東から）
３　3 区　1580 土坑・1833 井戸断面（西から）
４　3 区　1833 井戸（西から）
５　3 区　1833 井戸（南から）
６　3 区　2080 井戸（西から）
７　3 区　1587 井戸断面（西から）
８　3 区　1587 井戸遺物出土状況（北から）
９　3 区　1587 井戸（西から）
10　3 区　1321 土坑（東から）
11　3 区　1321 土坑（南から）
12　3 区　1544 土坑（南から）
13　3 区　３面全景（東から）
図版 35　遺構
１　3 区　1577 河川（南から）
２　3 区　1577 河川（南から）
３　3 区　1577 河川（西から）
４　3 区　1577 河川（南西から）
５　3 区　1582 井戸（北から）
６　3 区　1582 井戸断面（北から）

７　3 区　1585 井戸断面（東から）
８　3 区　1602 土坑（西から）
９　3 区　1794 土坑（西から）
10　3 区　1684 柱穴（北から）
11　3 区　1893 柱穴（北から）
12　3 区　４面全景（東から）
13　3 区　５面全景（東から）
14　3 区　2037 溝遺物出土状況（西から）
図版 36　遺構
１　3 区　６面全景（東から）
２　3 区　2048 流路断面（西から）
３　3 区　2078 しがらみ（東から）
４　3 区　2055 水田　農具痕検出状況（南から）
５　3 区　７面全景（東から）
６　3 区　2082 水田遺物出土状況（南から）
７　3 区　８面全景（東から）
８　3 区　2156 堤防修築部全景・断面（東から）
図版 37　遺構
１　2137 水田足跡
２　2137 水田足跡
３　3 区　９面全景（東から）
４　3 区　2163 流路全景（東から）
５　3 区　2163 流路木製槽出土状況（東から）
６　3 区　2163 流路扉板出土状況（南から）
７　3 区　2163 流路 C-C’ 断面（北西から）
８　3 区　2163 流路 B-B’ 断面（北西から）
９　2163 流路・2182 堤防修築部 A-A' 断面（南西から）
図版 38　遺構
１　3 区　2182 堤防修築部全景（北から）
２　3 区　杭列完掘状況（南東から）
３　3 区　2183 堤防修築部全景（北から）
４　3 区　2307 土坑石包丁出土状況（東から）
５　3 区　2183 堤防修築部断面（東から）
６　3 区　2308 土坑火付棒出土（北から）
７　3 区　10 面全景（上から）
８　3 区　調査区西壁断面（北東から）
図版 39　遺構
１　大将軍社跡（13-7 区）全景（北西から）
２　大将軍社跡（13-7 区）全景（南から）
３　大将軍社跡（11-6 区）近景（東から）
４　大将軍社跡（11-6 区）Ａ - Ｄ断面（南東から）
５　大将軍社跡（11-6 区）Ｄ - Ｅ断面（北東から）
６　大将軍社跡（11-6 区）銅鏡出土状況（南から）
７　大将軍社跡（11-6 区）石組①検出状況（東から）
８　大将軍社跡（11-6 区）瓦溜りＡ（北西から）
図版 40　遺構
１　大将軍社跡（13-7 区）瓦溜りＡ（北西から）
２　大将軍社跡（13-7 区）0007 溝台石出土状況
３　大将軍社跡（13-7 区）0009・0010 土坑（西から）
４　大将軍社跡（13-7 区）石仏出土状況（西から）
５　13-6 区　２面瓦溜りＣ・Ｄ検出状況（東から）
６　13-6 区 ３面（南から）



７　４面（北から）
８　13-6 区 ５面（南から）
９　13-6 区 ６面（南から）
10 　13-6 区７面（北東から）
11 　13-6 区西壁（北東から）
図版 41　遺構
１　13-2 区　調査前 7009 台石検出状況（南から）
２　13-2 区　7003 参道検出状況（南から）
３　13-2 区　7003 参道検出状況（南西から）
４　13-2 区　第 1 面遺物出土状況（東から）
５　13-2 区　第 2 面 7009 台石検出状況（南から）
６　13-2 区　第 2 面 7009 台石検出状況（西から）
７　13-2 区　410 トレンチ断面（西から）
８　13-2 区　410 トレンチ断面（北西から）
図版 42　遺構
１　13-2 区　第 3-1 面遺物出土状況（北西から）
２　13-2 区　第 3-2 面遺物出土状況（北西から）
３　13-2 区　7009 礎石抜き取り穴検出状況（南から）
４　13-2 区　7009 礎石抜抜き取り完掘状況（南から）
５　13-2 区　7201 火床検出状況（南から）
６　13-2 区　第 3-3 面遺物出土状況（北西から）
７　13-2 区　7003 参道礫集中部検出状況（北西から）
８　13-2 区　7231 土坑断面（東から）
図版 43　遺構
１　13-2 区　403 トレンチ断面（東から）
２　13-2 区　403 トレンチ断面（東から）
３　13-2 区　第 3-3 面遺物出土状況（南西から）
４　13-2 区　第 4-1 面検出状況（北西から）
５　13-2 区　第 4-2 面検出状況（南から）
６　13-2 区　第 4-2 面耕作痕検出状況（南から）
７　13-2 区　第 4-3 面検出状況（南から）
８　13-2 区　第 4-4 面検出状況（南東から）
図版 44　遺構
１　13-3 区　第 2b 面検出状況（東から）
２　13-3 区　7078 溝遺物出土状況（西から）
３　13-3 区　7078･7132 溝断面（西から）
４　13-3 区　7143 土坑検出状況（南東から）
５　13-3 区　7033 溝検出状況（東から）
６　13-3 区　7139 土坑遺物出土状況（南から）
７　13-3 区　407 トレンチ断面（北から）
８　13-3 区　第４面畦畔検出状況（北から）
図版 45　遺構
１　13-4 区　第 5-2b 面検出状況（北東から）
２　13-4 区　竪穴建物 51 検出状況（南東から）
３　13-4 区　7304 カマド検出状況（南東から）
４　13-4 区　7304 カマド支脚検出状況（南東から）
５　13-4 区　7305 カマド検出状況（南西から）
６　13-4 区　7305 カマド支脚検出状況（南西から）
７　13-4 区　7305 カマド支脚断面
８　13-4 区　竪穴建物 58 検出状況（南西から）
図版 46　遺構
１　13-4 区　竪穴建物 60 検出状況（南西から）

２　13-4 区　7415 カマド検出状況（南東から）
３　13-4 区　7391 土坑遺物出土状況（南西から）
４　13-4 区　竪穴建物 49 検出状況（南東から）
５　13-4 区　竪穴建物 55･60 完掘状況（南東から）
６　13-4 区　掘立柱建物 26 検出状況（北東から）
７　13-4 区　掘立柱建物 27 検出状況（南西から）
８　13-4 区　7456 土坑遺物出土状況（南東から）
図版 47　遺構
１　13-4 区　7398 井戸断面（南西から）
２　13-4 区　7398 井戸遺物出土状況（西から）
３　13-4 区　7398 井戸瓢箪出土状況（西から）
４　13-4 区　7398 井戸土師器甕の紐付着状況
５　13-4 区　7571 土坑遺物出土状況（西から）
６　13-4 区　7571 土坑断面（南から）
７　13-4 区　7584 土坑調査状況（南西から）
８　13-4 区　7601 微高地検出状況（南西から）
図版 48　遺構
１　13-5 区　東壁（北端）断面（西から）
２　13-5 区　東壁（南部）断面（西から）
３　13-5 区　第 4-1-2b 面 7720・7721 溝（西から）
４　13-5 区　7720・7721・7741 溝（１）（南西から）
５　13-5 区　東壁（中央部）断面（西から）
６　13-8 区　西壁断面（北東から）
７　13-5 区　第 4-1-3 面 7741 溝（西から）
８　13-5 区　7720・7721・7741 溝断面（２）（西から）
図版 49　遺構
１　13-5 区　南半第 4-1b 面全景（東から）
２　13-5 区　7719 柱穴礎板出土状況（南から）
３　13-5 区　第 5b 面全景（南東から）
４　13-5 区　第 5b 面 7728 溝断面（南東から）
５　13-5 区　掘立柱建物 32（東から）
６　13-5 区　7721 柱穴礎板出土状況（南から）
７　13-5 区　北端第 5b 面全景（東から）
８　13-5 区　第 7 面畦畔（東から）
図版 50　遺物
図版 51　遺物
図版 52　遺物
図版 53　遺物
図版 54　遺物
図版 55　遺物
図版 56　遺物
図版 57　遺物
図版 58　遺物
図版 59　遺物
図版 60　遺物
図版 61　遺物
図版 62　遺物
図版 63　遺物
図版 64　遺物
図版 65　遺物
図版 66　遺物
図版 67　遺物



図版 68　遺物
図版 69　遺物
図版 70　遺物
図版 71　遺物
図版 72　遺物
図版 73　遺物
図版 74　遺物
図版 75　遺物
図版 76　遺物
図版 77　遺物
図版 78　遺物
図版 79　遺物
図版 80　遺物
図版 81　遺物
図版 82　遺物
図版 83　遺物
図版 84　遺物
図版 85　遺物
図版 86　遺物
図版 87　遺物
図版 88　遺物
図版 89　遺物
図版 90　遺物
図版 91　遺物
図版 92　遺物
図版 93　遺物
図版 94　遺物
図版 95　遺物
図版 96　遺物
図版 97　遺物
図版 98　遺物
図版 99　遺物
図版 100　遺物
図版 101　遺物
図版 102　遺物
図版 103　遺物
図版 104　遺物
図版 105　遺物
図版 106　遺物
図版 107　遺物
図版 108　遺物
図版 109　遺物
図版 110　遺物
図版 111　遺物
図版 112　遺物
図版 113　遺物
図版 114　遺物
図版 115　遺物
図版 116　遺物
図版 117　遺物
図版 118　遺物
図版 119　遺物

図版 120　遺物
図版 121　遺物
図版 122　遺物
図版 123　遺物
図版 124　遺物
図版 125　遺物
図版 126　遺物
図版 127　遺物
図版 128　遺物
図版 129　遺物
図版 130　遺物
図版 131　遺物
図版 132　遺物
図版 133　遺物
図版 134　遺物
図版 135　遺物
図版 136　遺物
図版 137　遺物
図版 138　遺物
図版 139　遺物
図版 140　遺物
図版 141　遺物
図版 142　遺物
図版 143　遺物
図版 144　遺物
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第１章　調査に至る経緯と調査の経過

　四條畷市砂四丁目及び寝屋川市新家二丁目・讃良東町に所在する今回の調査地は、東は国道 170 号

（大阪外環状線）、北側は第二京阪道路が通っている。四條畷・寝屋川両市の市境に位置するこの場所は、

国道 170 号沿いがガソリンスタンド・資材置場等に利用されている以外は、大部分は条里制地割に基

づく区画が明瞭に残る水田が広がっていた。この地域は、これまでいくつかの開発の計画がもたれたが、

北東部に遊技場が建設された以外は、いずれの計画も進展することなく中止された。

　このように、この地域ではこれまで大きな開発もなく、地下の遺跡の状況についても明らかではなかっ

た。そうした中で、今回の調査地の南側に隣接する四條畷市域で、大阪府なわて水みらいセンターの建

設に伴って、平成 13 年（2001）～ 22 年（2010）に大阪府教育委員会による発掘調査が行われ、古

墳時代中期～後期の大規模な集落遺跡（蔀屋北遺跡）が発見され、馬一頭を埋めた穴（墓）や珍しい馬

具類が見つかり、『日本書紀』に登場する「沙羅羅馬飼」「菟野馬飼」に関係する馬飼集団の遺跡ではな

いかと注目された。

　また、北側でも第二京阪道路の建設に伴って、財団法人（現・公益財団法人）大阪府文化財センター

による大規模な発掘調査が行われ、弥生時代以降の各時代の遺構・遺物が発見され、大きな調査成果を

得ることができた。特に、北東部で発見された弥生時代前期の集落遺跡（讃良郡条里遺跡）では、縄文

時代晩期末の土器と一緒に出土した弥生時代前期の土器が、近畿地方でも最古のものであると評価され、

大きな話題となった。こうした中で、第二京阪道路の開通を見込んで、道路の南側に隣接するこの地域

でも土地区画整理事業の計画が持ち上がったが、進展することはなかった。

　土地区画整理事業計画の中止が伝えられた後、平成 19 年にイオンモール株式会社による大規模店舗

●
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図１　調査地位置（国土地理院発行 25000 分の１）
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の建設が、この地に計画されていることが明らかとなった。四條畷・寝屋川両市教育委員会は、開発事

業予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である讃良郡条里遺跡に該当し、北側は第二京阪道路の建設に伴う

発掘調査、南側はなわて水みらいセンターの建設に伴う発掘調査によって、弥生時代以降の各時代の遺

跡が発見され、事業予定地内にも同様な状況が想定されることを説明し、確認調査を行って遺跡の状況

を明らかにした後に、工事によって遺跡の保存が困難な部分については発掘調査の必要があることを指

示した。

　また、今回の開発地域が 153,000 ㎡と広大で、しかも四條畷・寝屋川両市にまたがって存在するこ

とから、両市教育委員会は大阪府教育委員会文化財保護課に開発の内容の説明を行うとともに、その対

応について指示を仰ぎ、さらに今後の協議に加わっていただくよう依頼した。

　大阪府教育委員会文化財保護課を加えて、両市と事業者で事業予定地での埋蔵文化財の取り扱いにつ

いての協議がもたれた。文化財保護サイドでは、事業予定地内の埋蔵文化財の状態を把握するために、

事業予定地内に条里の坪境を中心に約 27 ｍ間隔で調査区を設定した確認調査の実施を提案した。しか

し、確認調査だけでも長期の調査期間が必要であるため、事業者から今回の開発に伴う建物等の位置を

決定して、その部分について必要な埋蔵文化財の発掘調査を実施できないかという提案があった。文化

財保護サイドではこの提案を受け入れ、事業者側から提示された開発計画をもとに調査区を設定して調

査期間及び経費を試算し、平成 20 年４月に事業者側に提示した。

　２年後の平成 22 年４月に協議が再開され、事業者からの新たに提案された開発計画の図面をもとに、

遺跡の保存に影響が想定されるショッピングセンター建物及び、２箇所に設置される雨水調整池につい
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て、発掘調査が必要と判断された。協議の結果、２箇所の雨水調整池については、それぞれ発掘調査が

行われた第二京阪道路調査地及び蔀屋北遺跡調査地に隣接することから、遺構の存在は確実で、かつ掘

削深度が遺構面より深くなることが明らかなため、本発掘調査の実施が必要と判断し、事業者に指示し

た。一方、建物部分については、北側の第二京阪道路調査地及び南側の蔀屋北遺跡調査地から離れてお

り、遺構の存在が確実ではないこと、さらに遺構面に達する工事が杭基礎部分に限定され、大阪府の埋

蔵文化財取り扱い要綱に基づいて基礎の配置に配慮した設計がなされることから、建物建設予定地に幅

10 ｍで溝状の調査区（トレンチ）を設定する確認調査を実施し、重要な遺構が検出された場合は、そ

の取り扱いについて協議を行うとの方針で、合意がなされた。

　平成 23 年６月６日付けで、イオンモール株式会社より四條畷・寝屋川両市あてに文化財保護法第

93 条に基づく埋蔵文化財発掘の届出が提出され、同日付けで両市より大阪府教育委員会文化財保護課

に進達された。また、同年７月８日付けで、イオンモール株式会社より埋蔵文化財発掘調査についての

依頼文が両市に提出された。

　四條畷・寝屋川両市では、今回の発掘調査面積が広大で、両市だけでは発掘調査を実施することが困

難であることから、大阪府教育委員会あてに調査の協力についての依頼文を提出し、大阪府教育委員会

からは公益財団法人大阪府文化財センターの職員の派遣という形での協力を得ることとなった。

　大阪府教育委員会・四條畷市教育委員会・寝屋川市教育委員会及び公益財団法人大阪府文化財センター

では、発掘調査の実施について協議を行い、両市にまたがる建物部分（SGJ11 －１　１区・四條畷市、

２区・寝屋川市）については両市及び府文化財センターの共同調査、寝屋川市域に設置される雨水調整

池（SGJ11 －１　４区）については同市および府文化財センターの共同調査、四條畷市域に設置され

る雨水調整池（SGJ11 －１　３区）については同市の単独調査で発掘調査を行うことが決定した。

　平成 23 年７月 26 日付けで、事業者のイオンモール株式会社と、四條畷・寝屋川両市・公益財団法

人大阪府文化財センター及び発掘・測量及び遺物整理作業を担当する株式会社島田組との間で、発掘調

査に関する協定書が締結され，同年８月 15 日付けで両市教育委員会より大阪府教育委員会あてに文化

財保護法第 99 条に基づく埋蔵文化財発掘の報告を提出し、８月 22 日より建物本体部分の調査区より

調査を開始した。

　建物本体部分の調査は面積が大きく、また予定地内に存在する水路・里道等により、調査区を７区（１

－１～５区・２－１～２区）に分割して順次進めることとした。また、雨水調整池部分は、必要な部分

を鋼矢板で土留めを行って調査を行った。さらに調査の進展に応じて、大阪府教育委員会文化財保護課

職員による現地立会を実施し、掘削深度や調査方法についての指導を得た。

　寝屋川市域を中心とする西側部分の調査が終盤を迎えた平成 24 年３月 24 日に、第１回の市民向け

の現地説明会を開催した。事前に調査成果について報道提供を行い、新聞各紙に記事を掲載していただ

いたおかげで、説明会当日は雹の降る悪天候のなか、282 名の参加者があった。また、四條畷市域の

調査が本格化した平成 24 年９月１日に第２回目の現地説明会を開催した。直前に出土した海獣葡萄鏡

について記者発表を行った結果、今回も新聞各紙に掲載され、当日は 350 名の参加者があった。

　本体部分の最終調査区である１－５区の発掘調査を平成 24 年 12 月に終了し、全ての現地調査を無

事に完了することができた。

　なお、四條畷市域の開発事業予定地内に存在する大将軍社跡については、当初の協議では造成工事で

は盛土による埋没保存による対応となっていたが、大阪府の埋蔵文化財取扱い要項における「地表に顕
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在する埋蔵文化財」にあたることから、四條畷市教育委員会が大阪府教育委員会と協議を重ねた結果、

残存遺構の確認を行っておく必要があるとの結論が出た。四條畷市教育委員会は事業者と協議を実施し、

平成 24 年 11 ～ 12 月に、まず神社跡地に４本のトレンチを設定し遺構の確認を行い、その後検出さ

れた神社遺構全面に調査区を拡張して調査を実施した（SGJ11 －１　６区）。

　遺物整理作業は、出土品の洗浄・台帳登録・登録番号注記の作業を、現地で発掘調査と並行して進め

たが、現地調査終了後の平成 25 年１月より株式会社島田組の整理作業棟を使用して本格的に開始した。

調査によって出土した大量の土器の接合・復元、石製品・木製品を含めた実測図の作成・整図及び写真

撮影のほか、現地でデジタル測量を行った遺構等の図面の整理などの発掘調査報告書の作成に必要な作

業を行い、平成 26 年８月の発掘調査報告書刊行に向けての準備を進めた。

　平成 25 年９月にイオンモール株式会社より、四條畷・寝屋川両市にショッピングセンター建設に係

る開発事業事前協議申請書が提出された。この中で、当初の埋蔵文化財の協議の中には盛り込まれてい

なかった、水路の新設（付け替え）等の地下を掘削する工事計画があること、また寝屋川市域では開発

区域が市道木田堀溝線の西側に拡張され、その区域に新たに雨水調整池等の設置が必要となることが判

明した。このため、両市では、再び大阪府教育委員会を含めた埋蔵文化財の取り扱いについての協議を

行った。その結果、埋蔵文化財の保存に影響が想定される新設水路部分の３箇所と、西側拡張部分の雨

水調整池及び防火水槽設置部分及び大将軍社跡で平成 24 年に未調査であった部分と神社跡内に埋設管

を設置する箇所については発掘調査が必要と判断され、平成 26 年春から開始される開発に伴う造成工

事の前に発掘調査を実施しなくてはならないことから、上記の遺物整理作業を一時中断して、この追加

部分の発掘調査を早急に実施することとなった。追加部分の発掘調査についても、前の調査と同様に四

條畷・寝屋川両市が主体となって、公益財団法人大阪府文化財センターの協力を受けて調査を進めるこ

ととなった。また、追加調査の成果については、作成中の報告書に盛り込んで、一冊の報告書として刊

行することとなった。

　平成 26 年３月３日にイオンモール株式会社より両市に追加調査部分の埋蔵文化財発掘の届出が提出

され（３月３日付けで大阪府教育委員会に進達）、３月５日付けで再び上記の五者で調査の実施につい

ての変更協定書を締結し、四條畷・寝屋川両市教育委員会から大阪府教育委員会に埋蔵文化財発掘の報

告を提出して、発掘調査を開始した。

　発掘調査は、緊急性の高い水路部分（SGJ13 －１　２～４区）及び大将軍社跡（SGJ13 －１　６・７区）

から調査を進め、この部分の調査を 5 月 12 日に終了した。西側部分の雨水調整池（SGJ13 －１　５区）

及び防火水槽（SGJ13 －１　８区）については、４月２日より調査を開始し、６月 30 日に調査を終了した。

　追加調査部分の現地発掘調査の終了後、７月１日より追加部分の出土資料を含めた整理作業を再開し、

本書の刊行をもって全ての調査を完了した。 

（濱田延充・村上 始・實盛良彦）
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第２章　調査の方法

地区割り　（図３・４）

　公益財団法人大阪府文化財センター『遺跡調査基本マニュアル【暫定版】』（2010）を参照し、世界

測地系（測地成果 2000）の国土座標（第Ⅵ座標系）を、第Ⅰ～Ⅳ区画に区画した。第Ⅰ区画は「Ｉ６」、

第Ⅱ区画は「15・16」、第Ⅲ区画は 100 ｍ、第Ⅳ区画は第Ⅲ区画を 10 ｍ単位に区画した。遺物の取り

上げは、第Ⅳ区画を基準として行った。

調査名・調査区名　

　調査名は、平成 23 年（2011）度の調査は「11 －１」、平成 25 年度（2013）の調査は「13 － 1」

をそれぞれ付した。

　調査区名は、ショッピングセンター建物部分は、四條畷市と寝屋川市の市境で分割して１区、２区と

した。また、雨水調整池部分は、四條畷市側を３区、寝屋川市側を４区とした。さらに、１・２区につ

いては、調査を行った順に枝番号を付して調査区名とした。四條畷市側の平成 23 年度の調査は１・３

区、平成 25 年度の調査は２・３・６・７区とし、寝屋川市側の平成 23 年度の調査は２・４区、平成

25 年度の調査は４・５・８区とする。

　なお、本報告書では、平成 23 年度の調査については、「11 －１」を略した。平成 25 年度の調査は「13

－」を調査区名の前に付けて表記する。

例：11 －１－４区→４区、13 －１－ 1 区→ 13 － 1 区

g
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図３　地区割
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遺構番号　

　１・２・４、13 －２・３・４・５・８区と、３、11 － 6・13 －６・７区の単位でそれぞれ通し番

号を付した。遺構の属性は、「82 溝」というように、遺構番号の後ろに付けた。

　また、竪穴建物、掘立柱建物や柵列など、複数の遺構が集合した遺構は、１・２・４区内、13 －２・

３・４・５・８区内、３、11 － 6・13 －６・７区内というまとまりで通し番号を付し、「竪穴建物１」

というように、遺構の種類の後ろに番号を付け、遺構名称とした。

測量

　良好な状態で遺存する遺構面については、ラジコンヘリコプターによる写真測量を実施した。それ以

外の遺構面や各遺構は、株式会社島田組工事部の測量士がトータルステーション（トプコンイメージン

グステーション IS-305）を用いて測量を行い、作業の効率化と精度の向上を図った。

　また、遺物出土状況や地層断面等は、デジタル写真撮影を行い、使用ソフト BLUETREND V7 で簡易

オルソー写真を作成し、トータルステーションを用いた測量を併用して図面を作成した。

写真撮影　

　６×７カメラ（白黒・カラーリバーサル）、35 ミリカメラ（白黒・カラーリバーサル）、デジタルカ

メラを用いた。

土壌洗浄　

　竪穴建物、鍛冶関連遺構と一部の井戸・土坑については、微細遺物の検出のため土壌洗浄を行った。

また、古墳時代以降に形成され、滑石製石製品を多く含むことが想定された地層についても、適宜、土

壌洗浄を行った。
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図４　トレンチ配置
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第３章　地理・歴史的環境

第１節　地理的環境

　讃良郡条里遺跡は、大阪府四條畷市・寝屋川市に所在し、遺跡の範囲は南北約 2.6km、東西約 1.6km

に広がる。讃良郡条里遺跡の名前が示すとおり、条里型地割は現在まで地図上の水田・道路の区画にそ

の痕跡を留める。讃良郡条里遺跡における今回の調査地は、「低地」に立地しており、居住域や生産域

などの動態は、河川や河川の氾濫がもたらした土砂の供給と密接に関わるものである。縄文時代晩期の

遺構面の標高は T.P.-0.2 ｍ～ T.P.+0.0 ｍ、現代は T.P.+3.0 ｍで、その厚みは３ｍを超える。土砂の供

給源となった河川は、調査地北東を流れる讃良川、南東を流れる岡部川で、中世以降には天井川として

河道が固定され現在は穏やかに流れるが、その前段階には大量の土砂が供給され、調査地内に堆積した

ことが調査によって確かめられている。図５は、縄文時代晩期から近世に至る砂層（自然堆積層）の分

布を単純化したものである。縄文時代晩期以前は、湿性堆積物の泥が２ｍ以上に渡って堆積しており、

縄文時代晩期以降に至り、砂の堆積、すなわち、河川の影響を受けるようになって、突帯文土器や弥生

時代前期の土器が出土するようになる。今回の調査では、弥生時代前期後葉の水田が検出されているが、

水田開発の条件として調査地周辺の河川の発達と不可分の関係にあると考えられる。また、弥生時代以

降の集落は、河川によって形成された自然堤防などの微高地上で営まれており、人々が自ら居住する環

境の変遷に影響を受けながら、「低地」での生活を行っていたことが分かる。
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図５　縄文時代晩期～近世の砂層堆積範囲
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第２節　歴史的環境

　讃良郡条里遺跡は、四條畷市北西部から寝屋川市南部にかけて南北 2.6km、東西 1.6km の範囲に所

在する縄文時代から近世までの遺跡である。この地に旧条里制の区画が残されていることは古くから指

摘されており （平尾 1931 等）、その研究史はこれまでの研究で詳細にまとめられている （井藤 2002）。

このような既往の研究を元に旧条里制区画が存する地域を示したのが周知遺跡としての讃良郡条里遺跡

である。周辺の遺跡では旧石器時代からの各時代の遺構・遺物が見つかっている（図６）。

旧石器時代　讃良川床遺跡では旧石器時代の握斧・ナイフ形石器・細石刃・削器・彫器などが出土して

いる（櫻井 1972）。また、讃良川遺跡、高宮遺跡、太秦遺跡などで国府型ナイフ形石器が出土している（瀬

川編 1998）。忍岡古墳付近では、縦長剥片を用いたナイフ形石器が採集されている（片山 1967a）。岡

山南遺跡では、後期旧石器時代後半の木葉形尖頭器が出土している（野島・藤原・花田 1976）。

縄文時代　縄文時代草創期の有茎尖頭器が南山下遺跡（野島 1978b）、四條畷小学校内遺跡（野島

1994c）、木間池北方遺跡（村上 1997a）などで見つかっている。讃良郡条里遺跡の第二京阪道路調査

地では縄文草創期末からの各時期の遺物が出土しており、石器製作跡も検出されている（井上ほか編

2003、佐伯ほか編 2007、井上編 2008 等）。高宮遺跡では前期の集落跡が（瀬川編 1998）、南山下遺

跡では中期の集落跡が検出されている（野島 1978b、1988）。

　讃良川遺跡は縄文時代中期初頭から後期初頭にかけての集落跡である。ここでは顕著な遺構として４

基の貯蔵穴が見つかっており、出土した多量の土器には東北・北陸・関東・東海地方のものも含まれて

いて、この時期の拠点的な集落とみられる（瀬川編 1998）。

　砂遺跡では中期から晩期の集落跡が見つかっている（宮野 1992、四條畷市教育委員会編 2008）。集

落内にはイノシシ等動物の足跡が残されていた。晩期では土偶等も出土している。

　後期・晩期の遺跡として更良岡山遺跡がある。讃良川遺跡に東接し集落の中心が移動したとみられ、

北陸からの大型彫刻石棒・ヒスイ製石斧をはじめ、土偶などの祭祀具、土器類や多量の石器類が出土し、

晩期の土壙墓が複数確認されている（片山 1967b、桜井 1972、宮野 1992、野島編 2000）。

弥生時代　弥生前期初頭の土器が縄文晩期の突帯文土器とともに讃良郡条里遺跡の 2005 年の調査で見

つかっている（中尾ほか編 2009）。ここでは炭化米も出土しており、近畿地方における稲作の初現を

示す遺物として重要である。讃良郡条里遺跡ではこれら以外にも前期から後期までの水田・微高地上の

集落が検出されている。

　高宮八丁遺跡は弥生前期から中期の拠点的集落で、貯木施設や貯蔵穴、掘立柱群が検出され、近江・

山城・播磨・東海・北陸地域の土器を含む各時期の遺物が出土している（塩山 1987、瀬川編 1998）。

　雁屋遺跡は弥生前期から後期にわたって続く拠点的集落である。前期では板付Ⅱ式併行期に属する大

形壺の出土や（野島 1984）、集落の検出がある（村上 2001f）。中期では初頭から後葉までの方形周溝

墓群が各調査で検出され、保存状態の良い木棺のほか朱塗り土器・木製四脚容器やタンカ状木製品、鳥

形木製品などが出土している（辻本 1987、野島 1987a、野島 1994a、阿部 1999）。焼失竪穴住居や

掘立柱建物、貯木施設も検出され、銅鐸の舌や播磨地域の土器などが出土している（野島 1994a、村上・

實盛 2011）。また 2011 年の調査ではサヌカイト埋納土坑を検出している。後期でも、竪穴住居群や

方形周溝墓などが検出され（野島 1987a、阿部 1999）、丹後・近江・出雲・山陰地域の土器類、など

を含む多くの遺物が出土している（三好ほか 2007）。雁屋遺跡の銅鐸舌と関連するものとして、明治
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44 年に四條畷の「砂山」から入れ子になった銅鐸２口が出土したと伝えられ （梅原 1985）、現在関西

大学が所蔵している。

　太秦遺跡は中期から後期にかけての拠点的集落で、高宮八丁遺跡の集落が丘陵上へ移転したものとみ

られており、発掘調査では多数の竪穴住居群が検出されている（市本ほか編 2006）。また、隣接する

大尾遺跡では多数の方形周溝墓群が検出されており（伊藤編 2003）、太秦遺跡の集落に対応する墓域

とみられる。検出された中には朱の痕跡が残る木棺墓も含まれていた。

　楠遺跡は後期初頭の集落で、土製鋳型外枠や高坏状土製品が出土しており、青銅器鋳造を行ったと考

えられる（濱田 2001）。このほか四條畷小学校内遺跡で前期の石敷き遺構が（野島 1994c）、鎌田遺跡

で中期の方形周溝墓が（野島 1994）、蔀屋北遺跡で中期の集落・方形周溝墓が（岩瀬編 2012）、高宮

遺跡で中期の方形周溝墓が（一瀬ほか編 2004）、茨田郡条里遺跡や池田西遺跡で中期の集落が（濱田

1998）、寝屋南遺跡で後期の集落が（濱田 2009）、中野遺跡で後期の遺構が（野島 1986b）、池の瀬遺

跡や打上中道遺跡で後期の遺構が検出されている（瀬川編 1998）。

古墳時代　小路遺跡では古墳時代初頭の方形周溝墓群とともに全長 22.7 ｍの前方後方形周溝墓が検出

されている（木下編 2004、六辻編 2006）。讃良川流域ではその後、古墳時代前期中頃に全長約 87 ｍ

の前方後円墳である忍岡古墳が築造されている（梅原 1937）。主体部は竪穴式石室（石槨）で、碧玉

製の石釧・鍬形石・紡錘車、鉄剣、鉄鎌、小札片など副葬品の一部が出土している。

　これらの古墳に伴う前期の集落は不明な点が多いが、讃良郡条里遺跡で微高地上の集落が検出され（井

上編 2008、近藤ほか編 2006、佐伯ほか編 2007）、大東市域の北新町遺跡でも集落・水田が検出され

ている（大東市北新町遺跡調査会編 1991、黒田 1997）。また、長保寺遺跡では自然河川から庄内式期

の土器がまとまって出土している（濱田 1993）。

　中期の古墳としては、全長約 62 ｍの前方後円墳である墓ノ堂古墳があり、立会調査で円筒埴輪片

が出土している（野島 1997c、櫻井ほか 2006）。清滝古墳群（野島 1980a）や大上古墳群、更良岡山

古墳群（野島 1981）などは中期から後期まで続く馬飼い集団の墓域とみられる。中でも城遺跡内の大

上３号墳は全長約 45 ｍある後期の帆立貝形古墳で、主体部は削平されていたが周溝と墳丘の一部を検

出し、原位置を保つ葺石や円筒埴輪が出土した（村上 2006）。忍ヶ丘駅前１号墳では琴を弾く男性埴

輪が出土している（野島 1993a、1997a）。太秦古墳群は渡来系氏族の秦氏との関連も想定される中～

後期を中心とした古墳群であり（瀬川編 1998）、近年の調査で多くの古墳が検出されている（一瀬編

2003、市本ほか編 2006 等）。太秦高塚古墳はこの古墳群内にあり、直径 37 ｍある中期後半の造出付

円墳である（濱田 2002、塩山 2002）。この他、周辺では三味頭遺跡で方墳が検出されていて、北河内

最大の横穴式石室を持つ寝屋古墳や、鉄刀・鹿角製柄をもつ刀子等が出土した郡八幡古墳などもある（瀬

川編 1998）。また奥山１号墳や（伊藤ほか編 2007）、墓谷古墳群（黒田・三宅 1987）、太秦１号墳、

打上古墳群・打上神社古墳群、破壊された廻シ塚古墳などもあり、秦山遺跡や三井南遺跡、成田遺跡で

も古墳の存在が想定されている（瀬川編 1979）。

　ＪＲ忍ケ丘駅付近では集落から中期の形象埴輪が多く出土している。忍ヶ丘駅前遺跡で人物埴輪・

子馬形埴輪・水鳥形埴輪（櫻井ほか 2006、2010 等）、南山下遺跡で馬形埴輪（野島 1987b、c）、岡

山南遺跡で家形埴輪が出土していて（野島 1982）、一緒に左足用の木製下駄も出土している（野島

1979、1982、瀬川 1992）。

　古墳時代中期以降この地域では全域で渡来系の人々が多く居住していたとみられ、広範に馬の飼育も
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行われていて、楠遺跡（瀬川編 1998、濱田 2001）、高宮遺跡（瀬川編 1998、一瀬ほか編 2004、奥

村編 2010）、池田下村遺跡（濱田 1998）、北木田遺跡（濱田 1997）、法復寺遺跡（瀬川編 1998）、奈

良田遺跡（野島 1980c、野島・村上 2000）、中野遺跡・四條畷小学校内遺跡（松岡 1987、村上 2000 等）、

城遺跡・大上遺跡（村上 2006）、南野米崎遺跡（野島 1985、四條畷市教育委員会編 2004）などの集

落遺跡で馬骨・馬歯をはじめ陶質土器、初期須恵器や韓式系土器等が数多く出土している。長保寺遺跡

は中期から後期の集落跡で、10 棟以上の掘立柱建物跡や群集土壙墓などが検出され、井戸枠に再利用

された準構造船などが出土している（西口 1991、濱田 1993）。讃良郡条里遺跡で５世紀初頭の馬骨の

出土が見られ（中尾ほか編 2009）、蔀屋北遺跡で馬具の鐙・ハミ・鞍や、井戸枠に再利用された準構造船、

埋葬馬が完全な姿で出土しており、河内湖岸の集落とみられる（岩瀬ほか編 2010、岩瀬編 2012）。鎌

田遺跡では溝からスリザサラや木鏃、祭具を載せる台等の祭祀遺物が出土し（村上 2001a、b、c）、奈

良井遺跡では方形周溝状の祭祀施設を検出し、犠牲馬の首や人形・馬形土製品等が出土している（野島

1980、野島・村上 2000、野島・村上・實盛 2012）。生産遺跡として鎌田遺跡や讃良郡条里遺跡では

水田跡が見つかっている（野島 1993b、中尾ほか編 2009 等）。北口遺跡では管玉や緑色凝灰岩質の石

核が出土し、中期に玉類の製作が行われたとみられる（村上・實盛 2014）。

　古代以降の終末期古墳として、横口式石槨を持ち八角形墳の可能性も指摘される石宝殿古墳があり（濱

田編 1990）、寝屋南遺跡でも同時期の古墳が検出されている（濱田 2009）。

　正法寺跡は７世紀に創建された寺院跡で、これまでの調査で中門、塔、講堂などの存在が確認され

ており、平安時代頃の建物はいずれも石積みあるいは瓦積みの基壇建物である（大阪府教育委員会編

1970）。一方、創建当時の建物の多くは掘立柱建物で （村上 2001a）、中門は礎石建物 （野島・藤原・

花田 1977）、塔は石積みの遺構を伴っていた（大阪府教育委員会編 1970）。回廊の南西部分と推定さ

れる位置の瓦だまりから創建時の鴟尾片が出土している（野島・村上 2002）。

　讃良寺跡は 1969 年に部分的に調査され、７世紀の創建と分かっている（櫻井 1972、櫻井ほか

2006、2010）。正法寺跡と同笵の素弁八葉蓮華文軒丸瓦が出土しているが（野島編 2000）、文様に型

起因の摩耗がみられ、讃良寺の瓦が後に作られたとみられている（野島 1997b）。

　高宮廃寺跡も同様に７世紀の創建で（瀬川編 1998）、これまでに東塔（藤沢 1962）、金堂、講堂、中門、

東・北・北西の回廊の位置が確認されている（塩山 1980）。瓦だまりの位置から中門の 50m 南に南門

が推定され、現在の大杜御祖神社の社殿の位置に塔もしくは金堂が推定されている。

　飛鳥～奈良時代には寺跡の近辺を中心に集落跡が見つかっている。正法寺跡近辺では河川跡の数箇所

で土馬を使った祭祀がおこなわれていて、木間池北方遺跡で円面硯や土器と共に土馬が７体出土した

（村上 2006）。木間池北方遺跡で「□万呂」（村上 2006）、南野遺跡では「大」の字を墨書した土器が

出土している（野島 1995）。讃良寺跡近辺では、三味頭遺跡で掘立柱建物が検出されている（瀬川編

1998）。高宮廃寺跡近辺では高宮遺跡で奈良時代の大型総柱掘立柱建物を含む掘立柱建物群が（一瀬ほ

か編 2004）、大尾遺跡でも掘立柱建物・竪穴住居群が検出されていて（辻ほか編 2005）、讃良郡条里

遺跡や小路遺跡では流路内より奈良時代から平安時代にかけての祭祀に伴う人面墨書土器や人形、斎串、

絵馬等が出土している（長戸編 2004、田中・島田編 2004、六辻編 2006）。

　奈良時代の創建とみられる寺院として太秦廃寺跡があげられ（瀬川編 1998）、周辺では太秦遺跡で

７～８世紀の掘立柱建物群・竪穴住居群が見つかっている（市本ほか編 2006）。高柳廃寺跡は茨田寺

にも比定される古代寺院跡で、付近には茨田親王塚伝承をもつ塚があったとされ、凝灰岩製の蔵骨器
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（石櫃）が出土している（瀬川編 1998）。飛鳥～奈良時代にかけては寺跡付近以外でも長保寺遺跡で

条里に一致する方位の掘立柱建物群が検出され（濱田 1993）、寝屋南遺跡で７世紀中葉の集落が（伊

藤ほか編 2007、濱田 2009）、寝屋東遺跡で飛鳥時代の掘立柱建物を中心とする集落が（井藤ほか編

2004）、打上遺跡で奈良時代の掘立柱建物 14 棟が検出されている（瀬川編 1998）。讃良郡条里遺跡

では奈良時代に遡る条里制地割が検出され、初期条里制地割施行例として注目される（中尾・山根編

2009）。

　平安時代には神田東後遺跡（塩山ほか 1989）、高宮遺跡、長保寺遺跡、中野遺跡、岡山南遺跡のほ

か、池田西遺跡（阿部 1994、濱田 1998）、四條畷小学校内遺跡（村上 2000）、木間池北方遺跡（村

上 2006）、蔀屋北遺跡（岩瀬ほか編 2010）などで集落が検出されている。長保寺遺跡では掘立柱建物

11 棟や地鎮遺構等が検出されている（濱田 1993）。中野遺跡では「延任」の人名と花押が書かれた木

簡や（村上・實盛 2014）、「日置」と墨書された土師器坏（村上 2006）、「應保二年如月廿日」と書か

れた墨書曲物井戸枠が出土し（村上 2003）、高宮遺跡では「保延六年□月十一日待近桶也」の墨書が

ある曲物が井戸内から出土している（塩山 1984、瀬川編 1998）。岡山南遺跡では掘立柱建物群が検出

されていて（野島・藤原・花田 1976、野島 1987b）、井戸からは「高田宅」「福万宅」などの墨書土器

が出土している（野島 1987a）。

　鎌倉時代から室町時代にかけては、巣本遺跡（辻編 2008）、池田西遺跡（濱田 1998）、太秦元町遺

跡（瀬川編 1998）、国守遺跡（宇治田 1979）、長保寺遺跡（西口 1989）、奈良井遺跡（村上 2003a）、

南山下遺跡（野島・村上 2001、村上 2001b）、岡山南遺跡（野島・藤原・花田 1976、野島 1982、野

島・前田 1984、野島 1987b、村上 2004、村上・實盛 2013a）、中野遺跡（野島 1977、1986b、西

尾 1987）、忍ケ丘駅前遺跡（野島 1983、村上 1997b）、四條畷小学校内遺跡（村上 2000）、大上遺跡（村

上 2006）木間池北方遺跡（村上 1997a）、南野遺跡（野島 1995）、蔀屋北遺跡（岩瀬ほか編 2010）、

北新町遺跡（大東市北新町遺跡調査会編 1986、1991、中逵 1994）、南野米崎遺跡、楠公遺跡、蔀屋

遺跡等で集落跡等が見つかっていて、寝屋遺跡・上垣内遺跡でも集落の存在が想定されている（瀬川編

1979）。坪井遺跡では鎌倉時代の鍛冶工房跡とそれに伴う土壙墓が見つかり（野島 1996a、b）、工房

跡では鍛冶炉・金床石、井戸などの施設が検出されている。高宮遺跡では鎌倉時代の掘立柱建物を伴う

集落が検出され、土壙墓からは烏帽子が出土している（一瀬ほか編 2004、奥村編 2010）。神宮寺跡は

中近世に秦・太秦地域の氏神である細屋神社・八幡神社の神宮寺があった場所である（瀬川編 1979）。

高宮廃寺跡は中世に大杜御祖神社の神宮寺として再建されていたとされる（塩山 1980）。

　戦国時代には、三好長慶が飯盛城を拠点に畿内・四国の一部を支配し室町幕府の実権を握った。遺

跡としての飯盛山城跡はこれまでに大東市教育委員会によって調査が行われ、土塁や柵の跡が検出さ

れている（黒田 1989）。平成 23 年度には城跡の詳細な縄張図が測量・作成されている（村上・實盛編

2013、黒田 2013、大東市教育委員会・四條畷市教育委員会 2013）。
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